
地域が元気になる脱温暖化社会を！ 

適正な再エネ・省エネ技術とそれを支える仕組みづくり 
群馬大学・理工学研究院 宝田恭之、天谷賢児 

群馬大学・北関東産官学研究会ＰＪ「地域力による脱温暖化と未来の街―桐生構築」 
研究開発期間：平成21年10月～25年9月、実施地域：群馬県桐生市 



小水力発電のＥＶへの応用 
総務省「緑の分権改革推進事業」 



「蓄電型地域交通」タスクフォース 
（コンセプト構築・概念設計）

桐生・富山ＰＪ 
大学・産業・行政による共同開発 
地域住民の協力による実走行試験 

小さな車体、全幅1.85m 
幅1.85mのコンパクトな車体で、街
中をゆっくり走っても邪魔になりま
せん。 
それでも楽々10人乗り。 

解放感たっぷり 
ドアが無いので、いつも景色と一緒。
荷物があっても楽に乗り降りできます。
これはまさに・・ 

水平エスカレーター 

シートは対面ベンチ
ゆっくり走る車だからこそ、お
しゃべりしながら楽しみたい！ 
知らない人との会話も広がる対
面シートです。 

小さなタイヤ、低い床 
タイヤのサイズは軽自動車と
同じ13インチ。とっても低い
床なので乗り降りも楽々です。

時速19kmで走行 
歩行者の視線で街中が良く見える人に
やさしいスピードです。街のスケール
が車から人へとコンパクトに。 

太陽光発電で走行距離アップ 
ルーフに560Wの太陽光パネルを装備。
晴れた日の走行ならば、バッテリーの
約半分の電力を太陽が補います。

地域の大学・企業・行政・市民による共同設計 



地域の再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ＋蓄電技術＋EV技術 
（適正技術的視点を重視） 



低速電動バスの地域実装に向けた市民参加ワークショップ

地域実装に向けた走行試験とアンケート調査

地元高校ＳＳＨ
との連携



まちの中に大学があり
大学の中にまちがあ
る推進協議会

【大学－行政】

北関東産官学研究会設立
【大学－企業－行政】

次世代EV研究会発足
【大学－企業】

JST-RISTEXプロジェクト開始
【大学－行政－地域】

各種連携事業
【行政－民間団体】

個別的連携
地域の潜在力

産官学民連携
構想段階

産官学民連携
実証試験段階

産官学民金連携
地域実装段階

産官学連携から 域学連携へ

ﾁｬﾚﾝｼﾞ25
【大学－行政－地域企業】

総務省「緑の分権改革」
【大学－行政－地域企業】

工学クラブ設立
【大学－行政－地域教育機関】

地元学の実施
【大学－行政－地域】

子供地元探検隊
【大学－行政－地域】

竹垣・木塀ＰＪ
【大学－行政－地域】

エコエネルギー
研究会発足
【大学－企業】

eCOM-8の地
域への導入

【産官学民金】
4台を運用

μＥＶ技術
【産官学】

伝統的建築群保存
地域認定

走行空間の価
値向上

ＷＳによる
eCOM-8の使い
方アイディア

走行空間の
価値向上

商店街への
eCOM-8導入

自然ｴﾈﾙｷﾞｰ
のﾓﾋﾞﾘﾃｨｰへ
の導入技術

自然ｴﾈﾙｷﾞｰのﾓﾋﾞﾘ
ﾃｨｰへの導入技術

eCOM-8のコン
セプト提案

ホイールイン
モータ開発

地域エネル
ギーの把握

2008年 2009年 2010年 2011年 2013年2008年以前

低速電動バスの地域実装への道のり

総務省 
「地域経済循
環創造事業」 
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